
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

１７３ ベタメタゾン・ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩配合の算定に

ついて 

 

《令和６年５月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

次の傷病名に対するベタメタゾン・ｄ－クロルフェニラミンマレイン酸塩

配合（セレスタミン配合錠等）の算定は、原則として認められない。 

⑴ 急性気管支炎 

⑵ 急性上気道炎、扁桃炎、鼻咽頭炎、感冒 

⑶ 慢性上気道炎 

⑷ 副鼻腔炎 

⑸ 鼻炎 

⑹ 化膿性中耳炎 

⑺ 滲出性中耳炎 

⑻ アレルギー性結膜炎 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

セレスタミン配合錠は、副腎皮質ホルモン・抗ヒスタミン配合剤で、抗ヒス

タミン作用と抗炎症作用を有する。本剤の添付文書の効能・効果は、「蕁麻疹

（慢性例を除く）、湿疹・皮膚炎群の急性期及び急性増悪期、薬疹、アレルギ

ー性鼻炎」であるが、上記⑴から⑻の傷病名に対する投与の必要性は低いと考

えられる。 

以上のことから、上記⑴から⑻に対するベタメタゾン・ｄ－クロルフェニラ

ミンマレイン酸塩配合（セレスタミン配合錠等）の算定は、原則として認めら

れないと判断した。 
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